
第２６０号 令和元年（２０１９年）１１月１７日 2（ ）

?

A

@

B

CCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCC

CCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCC

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

　

平
成　

年
度
の
普
通
会
計
歳
入

３０

決
算
額
は
１
４
０
８
億
円
、
歳
出

決
算
額
は
１
３
５
８
億
円
と
な
り
、

実
質
収
支
は　

億
円
、
実
質
収
支

２６

比
率
は
３
・
４
％
と
な
っ
た
。
①

歳
入
は
特
別
区
交
付
金
等
が
増
加

し
前
年
度
比
１
５
６
億
円
、　

・
１２

４
％
増
と
な
っ
た
。
歳
入
状
況
へ

の
区
の
考
え
は
。
②
歳
出
の
義
務

的
経
費
は
、
前
年
度
よ
り
４
・
３

％
、　

億
円
減
の
６
２
７
億
円
と

２８

な
っ
た
。
歳
出
状
況
を
ど
の
よ
う

に 
捉 
え
て
い
る
か
。
③
平
成　

年

と
ら

３０

度
末
の
基
金
残
高
は
前
年
度
よ
り

　

億
円
減
少
し
、
７
０
０
億
円
と

２４な
っ
た
。
今
後
の
基
金
計
画
は
。

　

区　

長　

①
特
別
区
交
付
金
等

は
景
気
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、

楽
観
視
で
き
る
状
況
に
は
な
い
。

②
今
後
、
扶
助
費
と
公
債
費
の
増

も
想
定
さ
れ
、
留
意
が
必
要
で
あ

る
。
③
計
画
的
な
基
金
計
画
の
積

立
て
と
繰
入
れ
を
行
う
。

新
し
い
基
本
構
想
と
基
本
計
画
の

策
定
を
問
う

　

①
基
本
構
想
改
定
の
必
要
性
は
。

②
新
た
な
基
本
計
画
で
は
、
実
現

性
の
あ
る
計
画
を
策
定
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

区　

長　

①
よ
り
広
範
な
区
民

の
声
を
反
映
し
改
定
す
る
必
要
が

あ
る
。
②
施
策
の
効
果
や
実
現
可

能
性
を
十
分
検
証
し
、
策
定
す
る
。

町
会
・
自
治
会
活
動
活
性
化
の 

一
助
と
な
る
支
援
を
せ
よ

　

①
町
会
連
合
会
を
区
の
パ
ー
ト

　

区　

長　

先
行
区
の
取
り
組
み

を
認
識
し
て
お
り
、
検
討
す
る
。

中
野
三
丁
目
拠
点
施
設
の
自
転
車

駐
車
場
整
備
計
画
を
精
査
せ
よ

　

１
０
０
０
台
の
駐
輪
場
が
計
画

さ
れ
て
い
る
が
、
中
野
三
丁
目
地

域
は
閑
静
な
住
宅
地
で
、 
狭  
隘 
道

き
ょ
う 
あ
い

路
も
多
く
、
自
転
車
交
通
量
の
増

加
は
地
域
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
。

精
査
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

区　

長　

適
正
な
整
備
台
数
や

設
置
場
所
等
を
精
査
し
た
い
。

中
野
本
郷
小
の
建
て
替
え
を
問
う

　

現
地
建
て
替
え
の
検
討
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
は
、
余
裕
が
な
い
状
況

で
は
あ
る
が
、
児
童
の
よ
り
良
い

　

①
地
方
創
生
の
限
界
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
国
は
、
無
理
に

若
者
の
東
京
転
入
を
抑
制
す
る
の

で
な
く
、
東
京
で
も
負
担
感
な
く

子
ど
も
を
産
め
る
環
境
を
整
備
す

る
政
策
へ
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
子
育
て
先
進
区
」
を
目
指
す
区

に
お
い
て
、
子
育
て
世
代
が
求
め

る
政
策
を
打
ち
、
都
心
部
で
も
出

生
率
が
上
が
る
成
功
例
と
し
、
政

策
転
換
を
国
に
求
め
る
べ
き
で
は
。

②
子
ど
も
の
権
利
条
例
制
定
に
は
、

子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
検
討
す

る
プ
ロ
セ
ス
が
不
可
欠
で
、
そ
の

予
算
を
来
年
度
計
上
す
べ
き
で
は
。

③
虐
待
の
未
然
防
止
の
た
め
に
は
、

適
切
な
性
教
育
が
不
可
欠
と
考
え

る
が
教
育
委
員
会
の
見
解
は
。

　

区　

長　

①
危
機
感
と
使
命
感

を
持
っ
て
、「
子
育
て
先
進
区
」の

実
現
に
力
を
尽
く
す
と
と
も
に
、

国
に
対
し
て
も
働
き
か
け
た
い
。

②
ま
ち
全
体
で
子
ど
も
の
育
ち
を

支
え
て
い
く
目
標
や
理
念
を
区
民

の
間
で
共
有
し
、
検
討
過
程
も
、

区
民
の
声
を
活
か
す
工
夫
が
必
要

で
あ
る
。
進
め
方
は
来
年
度
予
算

を
編
成
す
る
中
で
示
し
た
い
。

　

教
育
長　

③
各
学
校
の
年
間
計

画
の
見
直
し
を
図
り
、
従
来
の
性

教
育
の
目
的
に
加
え
、
現
代
的
な

課
題
対
応
や
、
家
庭
や
地
域
と
の

連
携
推
進
を
各
学
校
に
助
言
す
る
。

就
職
氷
河
期
世
代
の
積
極
採
用
を

　

区
に
お
い
て
も
正
規
職
員
採
用

を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　

区　

長　
　

代
後
半
か
ら　

代

３０

４０

前
半
の
職
員
数
が
少
な
い
た
め
、

積
極
的
に
採
用
し
て
い
き
た
い
。

図
書
館
利
用
の
拡
大
を
図
れ

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
等
、
本

に
触
れ
る
き
っ
か
け
を
作
る
「
図

書
館
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
」
の
よ
う

な
取
り
組
み
も
効
果
的
で
は
。

　

教
育
長　

児
童
館
な
ど
と
連
携

し
た
事
業
も
含
め
、
積
極
的
に
実

施
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ナ
ー
と
位
置
付
け
、「
区
民
の
町 

会
・
自
治
会
へ
の
加
入
促
進
に
関

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
基
本

協
定
」
な
ど
を
考
え
て
は
。
②
町

会
・
自
治
会
活
動
中
の
万
が
一
の

事
故
に
備
え
て
、
賠
償
責
任
保
険

加
入
の
支
援
を
し
て
は
。

　

区　

長　

①
積
極
的
に
導
入
を

検
討
し
て
い
く
。
②
助
成
制
度
の

充
実
な
ど
、
効
果
的
な
支
援
策
を

検
討
し
た
い
。

　

拠
点
施
設
の
用
途
・
機
能
に
つ

い
て
、
区
と
Ｕ
Ｒ
の
協
定
で
は
、

商
業
施
設
誘
致
等
や
自
転
車
駐
車

場
の
整
備
と
し
て
い
る
が
、
中
野

三
丁
目
地
域
の
地
元
の
要
望
を
最

大
限
取
り
入
れ
る
よ
う
要
望
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、

子
供
や
シ
ニ
ア
な
ど
様
々
な
世
代

の
憩
い
と
集
い
の
文
化
拠
点
と
な

る
機
能
を
検
討
し
て
は
。

　

区　

長　

文
化
の
一
端
に
触
れ

ら
れ
る
商
業
機
能
を
検
討
し
た
い
。

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
を
導
入
せ
よ

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
踏
ま
え
た
観

光
政
策
の
一
環
と
し
て
、
シ
ェ
ア

サ
イ
ク
ル
は
、
中
野
駅
を
起
点
と

し
て
、
新
体
育
館
等
の
公
共
施
設

や
中
野
坂
上
等
の
交
通
結
節
点
を

つ
な
ぎ
、
南
北
の
回
遊
性
を
高
め

る
効
果
が
期
待
で
き
る
。
外
国
人

観
光
客
等
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
検
討
し
て
は
。

　

来
年
は
広
島
・
長
崎
に
原
爆
が

投
下
さ
れ
て
か
ら　

年
に
当
た
る
。

７５

①
来
夏
の
広
島
・
長
崎
市
主
催
の

記
念
式
典
に
、
中
野
区
民
の
親
子

で
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
事
業
を

実
施
し
て
は
ど
う
か
。
②
戦
争
体

験
と
平
和
の
尊
さ
を
語
り
継
い
で

い
く
こ
と
も
私
た
ち
の
責
任
で
あ

る
。「
平
和
の
つ
ど
い
」の
特
別
企

画
も
含
め
て
検
討
す
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

①
事
業
実
施
に
つ
い

て
は
、
事
業
の
規
模
や
対
象
者
、

経
費
負
担
等
の
課
題
が
あ
る
た
め
、

他
自
治
体
の
取
り
組
み
も
参
考
に

検
討
し
た
い
。
②
新
し
い
平
和
資

料
展
示
室
で
は
、
平
和
の
語
り
部

証
言
映
像
を
自
由
に
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
く
。
平
和
の
つ
ど

い
に
つ
い
て
は
、
内
容
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

羽
田
空
港
の
新
飛
行
ル
ー
ト
決
定

に
対
す
る
区
の
姿
勢
を
問
う

　

国
土
交
通
省
は
、
８
月
８
日
に

来
年
３
月
末
か
ら
都
心
上
空
を
飛

行
さ
せ
る
新
ル
ー
ト
を
決
定
し
た
。

決
定
は
、
地
元
（
地
方
公
共
団
体
、

議
会
、
住
民
）
の
理
解
を
得
て
行

う
と
、
国
は
言
っ
て
き
た
。
品
川

区
議
会
で
は
新
ル
ー
ト
計
画
を
容

認
で
き
な
い
と
し
た
決
議
を
行
い
、

渋
谷
区
議
会
で
も
計
画
見
直
し
の

意
見
書
が
可
決
さ
れ
、
教
室
型
の

住
民
説
明
会
で
も
計
画
反
対
の
声

が
圧
倒
的
だ
っ
た
。
区
は
区
民
の

理
解
を
得
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
の
か
。

　

区　

長　

区
民
へ
の
周
知
が
十

分
と
は
考
え
て
い
な
い
。
騒
音
対

策
や
落
下
物
対
策
の
充
実
と
併
せ
、

丁
寧
な
説
明
を
引
き
続
き
求
め
る

意
見
を
、
国
土
交
通
省
に
提
出
し
、

様
々
な
追
加
対
策
を
実
施
す
る
と

の
回
答
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

子
育
て
先
進
区
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を

　

①
前
区
政
で
は
児
童
館
の
全
館

廃
止
が
計
画
さ
れ
、
こ
の　

年
間

２０

児
童
館
職
員
は
採
用
さ
れ
て
い
な

い
。
地
域
と
の
連
携
や
、
積
み
重

ね
ら
れ
た
経
験
を
生
か
し
継
承
し

て
い
く
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

早
急
に
児
童
館
職
員
の
採
用
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。
②
私
立
保

育
園
か
ら
の
要
望
で
あ
る
、
保
育

園
運
営
充
実
費
を
削
減
前
に
戻
す

こ
と
と
、
保
育
園
事
務
職
員
の
常

勤
化
へ
の
支
援
を
、
新
年
度
の
予

算
に
反
映
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

区　

長　

①
区
が
進
め
る
地
域

包
括
ケ
ア
体
制
の
中
で
、
福
祉
職

の
採
用
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

く
。
②
民
間
保
育
所
等
へ
の
支
援

策
は
、
今
後
の
予
算
編
成
の
中
で

検
討
し
て
い
く
。

一
般
質
問

第３回
定例会

区区
政政
をを
たた
だだ
すす

区
政
を
た
だ

区
政
を
た
だ
すす

自
由
民
主
党
議
員
団　

伊
藤　

正
信

平
成　

年
度
決
算
を
問
う

３０立
憲
民
主
党
・
無
所
属
議
員
団　

森　

た
か
ゆ
き

危
機
感
と
使
命
感
を
持
ち

子
育
て
先
進
区
の
実
現
を
進
め
よ

日
本
共
産
党
議
員
団　

来
住　

和
行

被
爆　

周
年
に
ふ
さ
わ
し
い

７５

　
　
　

平
和
行
政
の
取
り
組
み
を

公
明
党
議
員
団　

木
村　

広
一

様
々
な
世
代
が
憩
い
、
集
う
文
化

　

的
な
三
丁
目
拠
点
施
設
整
備
を

学
習
環
境
整
備
の
た
め
、
十
分
に

検
証
し
最
善
の
結
論
を
出
し
、
学

校
改
築
推
進
委
員
会
な
ど
、
地
域

に
丁
寧
に
説
明
す
べ
き
で
は
。

　

教
育
長　
　

月
に
建
て
替
え
手

１２

法
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
り
、
丁

寧
に
説
明
し
た
い
。

外
国
人
の
生
活
を
支
援
せ
よ

　

①
外
国
人
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談

窓
口
の
設
置
を
検
討
し
て
は
。
②

多
言
語
対
策
と
し
て
、
や
さ
し
い

日
本
語
の
活
用
を
検
討
し
て
は
。

　

区　

長　

①
他
区
市
町
村
の
取

り
組
み
を
調
査
し
、
検
討
し
た
い
。

②
職
員
研
修
を
予
定
し
て
お
り
、

今
後
も
取
り
組
み
を
検
討
し
た
い
。

道
路
大
会
に
参
加

　第３０回東京都道路整備事業推進
大会が、１０月１５日、砂防会館で開
催されました。
　中野区からは、議員代表のほか、
関係職員などが参加しました。

　第５７回東京河川改修促進連盟の
総会及び促進大会が、８月７日、
練馬文化センターで開催されまし
た。
　中野区からは、議長をはじめと
する議員代表のほか、関係職員な
どが参加しました。

河
川
大
会
に
参
加


